外国人のみた日本 -- 侍の精神 (カルチャー・ショック) by 孫 杰 [著] & 真田 孝之 [訳]
外国人のみた日本 -- 侍の精神 (カルチャー・ショ
ック)
著者 孫 杰 [著], 真田 孝之 [訳]
権利 Copyrights 日本貿易振興機構（ジェトロ）アジア
経済研究所 / Institute of Developing















侍が果たした役割に関心を持ったのは映画「ラスト・サムライ」を見てのことだ。同じ時代に中国も近代化への変革の道を歩んでいたが 精神に私は感銘を覚えた。映画の最後で敵の容赦ない攻撃に向かって決死の覚悟で突撃する侍の姿に感動した。これはハリウッド監督ズウィックが抱いていた侍像であったろう。だ このような英雄像は日本独自 もの はない。来日後、須坂を訪れる機会があり質素 武家屋敷と贅を尽くした商家との まりのちがいに 驚いた。平安時代から武士は農民から税を取り、兵を徴するなど常に支配者として君臨してきた。公の場では立派な出で立ちで現れることが求められたが日常生活は質素倹約徹した。武士は戦に敗れると 刃するの普通だ。会津 訪れた際も典型的な史話を聞いた。一八六八年、二〇歳にも満たない会津藩士たちが「白虎隊」を結成して官軍に立ち向い一ヵ月間の奮戦のあげく全員が作法に則り自分の腹を切り死んだのだ。ハラキリと呼ばれる。 の行動は何かしくじった場合の謝罪ということでは説明がつかない。会津若松にある侍村では武家 女性全員―妻と二歳、五歳、九歳、一三歳、一六歳の五人の娘達―が家の断絶後も家格と面目を失わないようこれ以上抵抗せず潔く敵に討たれた と懇願する場面が人形再現されている。わたしはまたショックをうけた。




で侍精神は彼ら子孫に受け継がれた。それは家紋などの外形的なものではなく、精神の内に継承され のである。抽象的な武士道精神は日本人の国民性の核となり日本人に勤労精神と自発性を身につけさせ、第二次世界大戦後の経済的な成功につながった。物質的人間はそれなりの期間で きあ る。一方、理想的な人間はまるまる一生が必要だ。先進技術が売り物 米国に対し、日本は伝統的な文化の力がある。 （日本も技術の進んだ国ではある 。 ）ベネディクトは代表作「菊と刀」で階級、名誉、徳目、義理が日本文化を強く規定しており 公でのふるまい 規範として敏感に働いているという。剣と菊、戦闘 と非暴力 軍国主義と美意識、傲慢さと丁重さ、頑固さと順応性、周囲の動きに対する反発と従順、不誠実と誠実、臆病さと勇敢さ、進取の気性と保守性、等々は互いに相容れない組み合わせである。しかし日本人の ではこれらは矛盾なく融合し日本文化の一部を形作っている。 私には驚き 連続である デュルケムは自殺は四つ 類別できるという。利己的、利他的、反社会規範的、そして宿命的な自殺である。深い洞察であ 切腹はどの部類にはい のだろう？「武士的自殺」というのが五番目にくるのかもしれない。
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